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我々の銀河系内の星の大半は、星団で形成される。中小質量星の星団形成領域では、複数
の星がほぼ同時期に生まれるため、若い星からのアウトフローが、星団形成領域のダイナ
ミックスに大きな影響を及ぼしていると考えられている。例えば、中小質量星星団形成領
域として有名なペルセウス座にある星団形領域NGC1333の分子ガスの分布にはアウトフ
ローによって形成されたと考えられるシェル状構造やフィラメント構造が多数見られる。
一方、数値シミュレーションによる理論研究では、星団形成過程におけるアウトフローの
効果は全く調べられていなかった。そこで、我々は、数年程前から原始星アウトフローを考
慮した星団形成過程の数値シミュレーションを行っている。本年度の研究では、これまで
の成果を踏まえ、星団形成領域で形成される高密度分子雲コア（星の誕生現場）の物理的
性質を詳しく調べることを目標にNEC SX9を用いた高空間分解能の数値シミュレーショ
ンを行った。
計算設定は、昨年度の計算と同じ条件に置いた。具体的には以下のとおりである。星団

形成領域を調べるために、等温ガスを仮定して、３次元磁気流体力学シミュレーションを
行った。球対称ガス雲に乱流場を速度として加えたものを計算の初期条件とした。初期の
磁場は空間的に一様とした。初期に与えた乱流場は、ガス雲内に複数の高密度領域を形成
する。それらの高密度領域のうち幾つかでは、自己重力が優勢となり、重力収縮を始める。
そのような重力収縮をするコアから、星が誕生すると期待される。そこで計算では、コア
の密度が閾値（初期密度の 400倍)を超えたとき、コアの質量のε倍（=0.2-0.3）のガスを
質点に置き換えて星形成をモデル化した。それと同時に、アウトフローの効果を考慮する
ため、回りのガスにアウトフローの運動量を与えた。昨年度の計算では、主に 1283のグ
リッドで計算を行い、主に星団形成領域のグローバルな性質を中心に調べてきたが、今年
度の計算では、2563, 5123の計算を行い、内部で形成される高密度分子雲コアの構造を分
解することを試みた。さらに、星団形成領域と孤立した星形成領域とのコアの性質の違い
を明らかにするために、孤立した星形成領域のコア形成過程も磁気拡散を考慮して調べた。
具体的な結果は以下の通りである。星団形成領域では、先に形成された星からの原始星

アウトフローが周りのガスをかき乱し、高密度領域を形成したり、逆に破壊したりと非常
にダイナミックな進化をすることがわかった。分子雲コアは、原始星アウトフローやアウ
トフローによって励起された乱流によって圧縮された高密度領域で形成されるため、分子
雲コアにかかる外圧の影響が非常に大きいこともわかった。また、コアの形状は、一般的
には 3軸不等の楕円体で近似できるが、細長く延びた prolate形状に近いものが大半を占
めた。これは、外圧によってできた高密度領域の形状をそのまま反映したためである。従
来考えられていた星形成モデルでは、星はコアの自己重力により自発的に収縮が始まり、
星が誕生するというシナリオが支持されていた。しかしながら、今回のシミュレーション
から、星団形成領域における星形成では、外圧の影響が自己重力以上に重要な役割を果た
す場合が多いことが明らかとなった。一方、孤立した星形成領域では、乱流で加速された
磁気拡散によってコア形成が進むことがわかった。そのようなコアはビリアル平衡に近く、
外圧の効果も重要であるが、星団形成領域に比べると二次的であるようである。



銀河系内で誕生する星の大半は、星団形成領域で誕生することが観測的に分かっている。
つまり、星団形成領域で起こる星形成は銀河系では一般的な星形成過程である。今年度の
計算から、銀河系で一般的な星形成過程を解明するために、外圧の効果に着目した新たな
星形成モデルの構築が重要であることが分かった。星団形成領域のコアの物理的性質に関
する成果については、現在、投稿論文として準備中である。
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